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村
営
住
宅
入
居
者
募
集 

  

一
時
宿
泊
所
は
、
７
月
１
日
を
も
っ
て
小
笠
原
村

一
時
宿
泊
所
条
例
を
廃
止
し
、
村
営
住
宅
と
し
て
新

た
な
制
度
に
よ
り
管
理
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
空
き
室
に
つ
い
て
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】 

 
 

次
の
用
件
を
満
た
す
方 

①
応
募
日
現
在
で
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い

る
こ
と 

②
村
に
対
す
る
債
務
を
完
納
し
て
い
る
こ
と 

【
募
集
室
数
】
２
室 

【
住
宅
の
概
要
】 

 

《
所 

在 

地
》
父
島
字
奥
村 

 

《
専
有
面
積
》
21
・
48
平
方
メ
ー
ト
ル 

《
間 

取 

り
》
１
Ｄ
Ｋ 

【
賃 

 

料
】
月
額
２
万
５
千
円 

【
入
居
開
始
日
】
８
月
１
日
以
降 

【
応
募
期
限
】
７
月
14
日
（
金
） 

【
そ 

の 

他
】 

○
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。 

○
入
居
決
定
後
、
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入

を
有
す
る
連
帯
保
証
人
の
連
署
す
る
請
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
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                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 
                           FAX04998(2)3222
ホームページアドレス                        
 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/26現在 

父島 

97/100 

母島  

94/100 

5月気象状況    （父島）

最高気温   29.0℃ 

最低気温   14.6℃ 

平均気温   23.4℃ 

平均湿度   81％ 

月降水量   37.5mm 

住民基本台帳登録者数（6/1）    

             2,365人 

             父島      母島    

  人口      1,921人   444人 
  世帯      1,034人  236人 

短期滞在者     15人      8人 

ＮＯ．５１4 

平成1８年(2006) 

７/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

 

 硫黄島訪島事業を実施しました  
 

第１０回硫黄島訪島事業を６月１５日から１８日にかけて実施しました。 
今年も天候に恵まれ予定どおり１６日、１７日の２日間硫黄島に上陸することができました。 

１６日の朝、硫黄島に上陸後、午前９時３０分から硫黄島旧島民平和祈念公園において島民慰霊祭を

行い、その後、硫黄島旧島民の方々は出身集落へ里帰りをし、当時の面影を懐かしんでおられました。

また、旧島民の方々は、硫黄島平和祈念会館に宿泊し、故郷で一夜を明かすことができました。 
硫黄島訪島事業には、毎年、父島・母島の一般村民、また、中学校２年生が学校行事として参加して

いますが、旧島民の方々と島内を巡り、中学生は硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うなど、有

意義な訪島になったことと思います。 
  村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨収集に積極的に協力

してまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             中学生による 追悼のことば   洋上慰霊祭（献花） 
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平成１７年度小笠原自然体験モニターキャンペーン結果報告(総括概要) 

 
 平成１７年度の緊急集客対策事業「小笠原自然体験モニターキャンペーン」については、４月から３回に亘って結果の一部をお知

らせしてきましたが、アンケート結果の集計も進んできましたので、今回は実施結果の概要をまとめてご報告します。 
 
 

【実施期間】平成１７年12月15日東京出発便～平成18年3月28日東京出発便（計13便：年末年始便・ドック期間中便は除く） 
 

【実施内容】閑散期における格安旅行商品(船＋宿＋ボニンクーポン)の販売及びユニット卸し（旅行会社主催商品への素材販売） 
 

【販売経路別】 

その内有料参加人数２，２０８人の販売経路別内訳 
参 加 者 内 訳 参加人数計 

地元直接販売 旅行会社販売 区分別合計 
地元主催パッケージ商品 2,025人 1,332人( 68%) 634人( 32%) 1,966人( 32%)

旅行会社主催ツアー（※ユニット卸し） 242人  242人(100%) 242人(100%)

合    計 2,267人 1,332人( 60%) 876人( 40%) 2,208人(100%)
 
【宿コース別】 

宿種別 条 件 商品価格 割引率(目安) コース別参加者数 

Ａコース 個室／２食付／風呂／トイレ 63,800円～73,800円 22％～32％ 245人(12%) 

Ｂコース 個室／２食付 48,800円～58,800円 24％～37％ 939人(48%) 

Ｃコース 個室／食事なし 41,800円～51,800円 24％～38％ 376人(19%) 

Ｄコース 相部屋／食事なし 38,800円～48,800円 24％～40％ 406人(21%) 

《旅行会社での販売比率が４０％と多い》 

積極的に売り込みをかけたため、旅行会社で手軽に旅行商品を買いたい層の購買につながった。 

《２食付のＡ／Ｂコースが中心(６０％)》 

リピーター・若者を中心とした食事なしのＣ／Ｄコースも多い(４０％)。 

《熟年層の要求レベルは高い》 

熟年層ではＡコースの宿が一番多く選択され、熟年層は高いレベルのサービスを求めている。 

【集客効果】 

定期船による観光客数 比較増加数 
期間 

１７年度実績 １７年度予測値 １６年度実績 １７年度予測値との比較 １６年度実績との比較

対象１３便 3,245人(13便) 1,863人(13便) 1,991人(13便) 1,382人増 74%増 1,254人増 63%増 

年度合計 13,986人(57便) 12,500人(57便) 13,361人(63便) 1,486人増 12%増 625人増 5%増 

《ツアー実施対象１３便では大幅な増加》 

１６年度より６０％増加となり、モニターツアー参加者だけで同じ時期の観光客数を上回った。 

《年度合計では５％の増加》 

本事業がなかった場合の１７年度予測値（１２％増加）との比較からすると、相当な伸びを示したといえる。 

【村内経済効果】 

《支出》モニターキャンペーンに要した経費 約４，０００万円  《収入》村内で消費された金額 約１億１，４００万円 

《４，０００万円の経費で１億１，４００万円の経済効果》 

旅行代金約６，０００万円の他に、ツアー参加者全体で約５，４００万円の消費がされている。 

【その他の事項およびアンケート結果概要】 

項  目 回 答 結 果 
父３泊 父２泊母１泊 母１泊父２泊 母２泊父１泊 母３泊 合計 

日程パターン別参加者 
1,382人(70%) 298人(15%) 127人(7%) 63人(3%) 96人(5%) 1,966人(100%)

父島 母島 合計 
延べ宿泊数 

5,579泊(84%) 1,045泊(16%) 6,624泊(100%) 

収容定員 993人(83%) 204人(17%) 1,197人(100%) 

高い 普通 安い その他 
商品価格 

6.8% 31.6% 59.4% 2.2% 

初めて 2回目 3回目 4回目以上 
来訪回数 

81.2% 7.9% 3.1% 7.8% 

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60 歳代以上 
年齢 

5.7% 28.6% 20.1% 10.9% 12.4% 22.3% 

性別 男性 49.2% 女性 50.8% 

交通費 飲食費 買物代 ﾚｼﾞｬｰ費 その他 合計 ツアー代金以外の村内消費

額（1人あたり） 2,062円 5,906円 7,359円 7,942円 1,248円 24,588円 
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る 

小
笠
原
村
気
象
情
報
の
提
供 

  

こ
の
度
、
日
本
気
象
協
会
と
の
契
約
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
小
笠
原
村
の
詳
細
な
気
象
情
報

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
気
象
情
報
は
、
小
笠
原
村
を
中
心
と
し
た
各

種
気
象
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
も
の
で
、

本
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
村
気
象
情
報
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

http://m
icos-sa.jw

a.or.jp/m
etro/ogasaw

ara 
  

次
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
端
末
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所 

 

B
―
し
っ
ぷ 

【
母
島
】、
母
島
支
所
、
母
島
診
療
所 

船
客
待
合
所 

                    

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

《父島３泊の参加者が全体の７割、熟年層は母島を含めた日程が多い》 

母島を含めた日程も合計３０％。宿泊業者は３泊の宿泊を望むが、観光客としては両島を体験したいという意向も強い。特に６０歳代

以上では母島を含めた日程が５６％と父島３泊よりも多い。 

《父島宿泊数が多い（全体の８４％）》 

ただし、収容定員の比率と同じような傾向が見られるため、一概に母島が不利だったとは判断できない。 

《ツアー価格は安い？》 

「安い」との回答が６０%を占めたが、「高い」「ふつう」も合わせて４０％弱。単純に格安とは判断されていない。 

《新規顧客の開拓》 

全体では８１％の人が初めてで、従来の「閑散期で６０％程度」を上回り、新規顧客の開拓につながったと推測される。 

《熟年層の開拓》 

６０歳代以上が２２％を超え、従来の７～１０％を大きく上回り、観光ターゲットの1つである熟年層の開拓につながった。 

《宿泊の感想は概ね満足？》 

概ね満足が８０％。年齢が高くなるとともに満足度が低下し、高いレベルの要求には応えられていない。 

《アクティビティーの感想は概ね満足？》 

概ね満足が８４％。年齢層による満足の違いは宿泊よりは少ない。 

《おがさわら丸２等席には不満も多い？》 

特２等以上の上級席利用者では、「概ね満足」が５５％と「概ね不満」の１７％を大きく上回ったが、２等席利用者では、逆に「概ね不満」

が３４％と「概ね満足」の２３％を上回っている。 

●問合せ先 産業観光課 ２-３１１４ 

小笠原村情報センター 一般利用開始  
 

６月２６日（月）より小笠原村情報センターの利用を開始いたしました。 

利用料金等の詳細については、下記を参照してください。 

なお７月末日までは、利用動向調査を兼ねているため、８月から利用時間、休館日等に関しては変更の可能性があります。 

村民の皆様のご利用をお待ちしております。 
 

【所 在 地】小笠原村父島字大根山（大根山墓地手前を左折） 
 

【開館日時】月～土曜日 午前９時～午後９時（休館日 日曜日） 
 

 

【利用料金】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問合せ先 小笠原村情報センター ２―７８３０ 

施 設 区 分  利 用 区 分  利 用 料 金  備 考  

セミナー室 １時間当たり ２，０００円   

パソコン研修室 １時間当たり １，０００円  パソコン利用料１台：￥２００／時間 

インターネット利用 １時間当たり ２００円  １台につき 

テレビ会議システム １時間当たり １，０００円  
利用の際に事前に予約が必要です。 

情報センターへお問い合せください。 

ワークステーションＰＣ ３時間当たり ５００円  １区画につき 

プリンター出力 １枚 １０円  Ａ４・Ａ３ プロッタロール紙 ￥５００円／ｍ
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固
定
資
産
税
の
納
期 

 

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
期
限
は
、

７
月
31
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
選
任 

  

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
平
成
16
年
12
月
に
定

員
６
名
の
う
ち
５
名
の
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
が

７
月
１
日
付
で
こ
れ
ま
で
欠
員
で
あ
っ
た
１
名
の
委

員
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持

ち
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
や
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
、
ひ
と
り
親
家

庭
、
児
童
生
徒
、
お
年
寄
り
な
ど
の
こ
と
で
、
問
題

を
抱
え
て
い
る
方
の
よ
き
相
談
相
手
や
、
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
児
童
虐
待
や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
が

増
え
つ
つ
あ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】 

《
父
島
》 

山
田 

捷
夫 

 
 

２
―
２
７
９
７ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

   

国民年金の保険料免除制度の改正 

 
国民年金制度は２０歳以上６０歳未満の全ての方が加入し、老後の老齢基礎年金のほか、万が一のときの 

障害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れる制度です。 

経済的な理由等で国民年金の保険料の納付が困難な場合には、保険料の免除または一部納付制度があります。
 
 
 
 
 
 
 
 
◇免除の対象となる所得金額の目安 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇免除承認された期間は、老齢・障害・遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。 

◇免除承認された期間は、老齢基礎年金受給額は、保険料を全額納付した場合に比べて減額されます。 

◇承認を受けてから１０年までの間であれば、免除された期間の保険料を納めることができます。（ただし、経

過した期間に応じて、一定の額が保険料に加算されます。） 

 

【国民年金の任意加入】 

○２０歳から６０歳までの国民年金の加入期間に未納期間などがあって、６０歳になっても保険料納付済期間

が２５年（受給資格期間）に満たない方や、免除期間などがあって満額の年金を受けられない方は、６０歳

から６５歳まで任意で国民年金に加入し保険料を納付することで、受給資格期間を満たすことや受け取る年

金額を増やすことができます。 

○６５歳までの任意加入でも受給資格期間が足りず、老齢基礎年金を受けることができない方で昭和４０年４

月１日以前生まれの方は、７０歳までの期間に老齢基礎年金の受給資格期間を満たすまで加入することがで

きます。 

村民課住民係 ２‐３１１３

平成１８年７月より 

 

①全額免除 
 

②半額免除 

①全額免除 

②1/4納付 

③半額免除 

④3/4納付 

※本人の申請が必要 

※本人・配偶者及び世帯主の方の 

前年中の所得要件があります 

４
段
階
に 

一部納付       

 
全額免除 

１／４納付 半額免除 ３／４納付 

単 身 世 帯 ５７万円 ９３万円  １４１万円 １８９万円 

２人世帯（ご夫婦のみ） ９２万円 １４２万円  １９５万円 ２４７万円 

４人世帯（ご夫婦、お子さん２人） １６２万円 ２３０万円  ２８２万円 ３３５万円 

受給年金額減額率 １／３ １／２ ２／３ ５／６ 
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２
０
０
６
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 
今
年
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

応
募
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
入
賞
し
た
作
品
は
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

村
に
帰
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
今
年
も

金
賞
作
品
で
観
光
宣
伝
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま

す
。 詳

細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
役

場
、
母
島
支
所
お
よ
び
父
島
、
母
島
観
光
協
会
に
置

い
て
あ
る
募
集
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
開
催
さ
れ
る 

 

６
月
３
日
（
土
）
産
業
祭
「
第
６
回
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
祭
」
が
父
島
大
神
山
公
園
お
祭
広
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
・
即
売

や
品
評
会
審
査
結
果
の
発
表
を
始
め
、
島
の
食
材
を

用
い
た
創
作
料
理
の
試
食
販
売
の
ほ
か
、
夜
店
の
出

店
、
郷
土
芸
能
の
披
露
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

産
業
祭
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
関

係
団
体
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

品
評
会
各
賞
の
受
賞
農
家
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
出
荷
箱
部
門
】 

《
金 

賞
》
上
川 

耕
治
（
母
島
） 

《
銀 

賞
》
友
野
農
園
（
父
島
） 

《
銅 

賞
》
都
留 

隆
興
（
母
島
） 

 

《
特
別
賞
》
小
松
農
園
（
母
島
） 

 
 
 
 
 
 

比
企 

理
史
（
母
島
） 

【
袋
詰
部
門
】 

《
金 

賞
》
小
松
農
園
（
母
島
） 

《
銀 

賞
》
上
川 

耕
治
（
母
島
） 

《
銅 

賞
》
竹
原 

邦
博
（
母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
） 

 

２
―
３
１
１
４ 

閑
散
期
対
策
事
業
（村
補
助
事
業
） 

 

村
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
「小
笠
原
村
閑
散
期

対
策
事
業
費
補
助
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
島
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
事

業
で
、
い
わ
ゆ
る
閑
散
期
に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者

の
誘
致
が
見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
補
助
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
創
意
工
夫

の
あ
る
事
業
を
計
画
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

補
助
要
綱
は
、
産
業
観
光
課
、
母
島
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

【
補
助
対
象
】 

構
成
員
が
概
ね
５
名
以
上
で
、
村
が
補
助
す
る

に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等 
【
対
象
事
業
】 

 
 

閑
散
期
（年
末
年
始
を
除
く
９
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
）に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
の
誘
致
が

見
込
め
、
か
つ
、
村
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業 

 

【
補
助
金
額
お
よ
び
件
数
】 

 
 

１
件
25
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。 

 
 

募
集
件
数
４
件 

 

【
申
請
期
限
】
８
月
18
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス 

夏
季
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合

わ
せ
、土
・
日
曜
日
に
夏
季
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
す
。

夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発
が

１
時
間
早
く
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
小
港
海
岸
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ

な
ど
の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

◎
夏
季
ダ
イ
ヤ 

 

【
実
施
期
間
】
７
月
22
日
（土
）〜
８
月
27
日
（日
）

の
間
の
土
・
日
曜
日 

 

【
運
行
時
間
】 

 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前
〜
小
港
海
岸
往
復
）》 

○
村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

終
発 

午
後
５
時
15
分 

○
小
港
海
岸 

始
発 

午
前
８
時
30
分 

終
発 

午
後
５
時
30
分 
 

《
循
環
線
（村
役
場
前
〜
奥
村
循
環
〜
村
役
場
）》 

○
村
役
場
前 

 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン 

始
発 

午
前
８
時 

終
発 

午
後
５
時 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン  

始
発 

午
前
８
時
45
分 

終
発 

午
後
４
時
15
分 

 

※
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
東
町
〜
奥

村
〜
清
瀬
〜
宮
之
浜
〜
西
町
の
順
に
ま
わ
り
、

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
西
町
〜

宮
之
浜
〜
清
瀬
〜
奥
村
〜
東
町
の
順
に
ま
わ
り

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
の
公
表 

 

村
で
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
、
毎
年
度
の
開
始
前

に
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
安
心
で
お
い
し
い
水
を
提
供
す
る
た
め
に
、
水

質
検
査
計
画
と
検
査
結
果
を
公
表
し
、
利
用
者
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
検
査
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
安
心
で
き
る
水
道
を
目
指
し
ま
す
。 

平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
平
成
17
年

度
水
質
検
査
結
果
は
、
建
設
水
道
課
お
よ
び
母
島
支

所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

７
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
島
外
搬
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
は
母
島 

７
月
14
日
（
金
）、
父
島 

７
月
15

日
（
土
）
の
搬
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
排
出
の
手
順
】 

１
．
メ
ー
カ
ー
名
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認 

２
．
村
役
場
で
メ
ー
カ
ー
番
号
と
品
目
番
号
を 

確
認 

※ 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

３
．
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
振
込
用
紙
へ
の
記
入 

※ 

記
入
内
容
を
誤
る
と
、
搬
出
当
日
に
引
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
。 

４
．
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む 

５
．
お
知
ら
せ
し
た
日
時
に
港
に
持
込
む 

通
常
受
付
時
間 

父
島 

午
前
７
時
15
分
〜
９
時 

母
島 

午
前
10
時
〜
11
時 

※
海
上
模
様
等
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
港
へ
持
込
み
の
際
、
海
上
運
搬
料
金
を
現
金

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

教
育
相
談 

 

教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
前
の
お
子
様
や
在
学
中

の
児
童
・
生
徒
の
学
習
面
や
健
康
面
等
の
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 ２

―
３
１
１
７ 
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小
笠
原
小
・
中
学
校 

 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
お
願
い 

  

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
来
の
ベ
ル
マ
ー
ク
に
加
え
、
キ
ャ
ノ
ン
・
エ

プ
ソ
ン
両
社
の
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ベ
ル

マ
ー
ク
と
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

本
年
度
よ
り
両
社
の
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
を
回
収
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ご
家
庭
等
で
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
い
る
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
回
収
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】 

 
 

小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 

村
役
場
（
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
箱
脇
） 

  

な
お
、
両
社
の
業
務
用
Ｅ
Ｔ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
ト

ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
も
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
厚
生
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

担
当 

高
岩 

２
―
２
７
１
９ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
20
日
〜
６
月
１
日 

 

○
国
・
都
関
係
機
関
要
望
活
動 

 

○
イ
ベ
ン
ト
参
加 

 

○
各
会
議
出
席 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

     

ア
カ
ギ
駆
除
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

外
来
種
で
あ
る
ア
カ
ギ
は
、
年
々
分
布
を
拡
大
し

て
小
笠
原
本
来
の
生
態
系
を
破
壊
し
、
小
笠
原
固
有

の
動
植
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
固
有
の
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
に
、
内

地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
ア
カ
ギ
の
駆
除

（萌
芽
処
理
、
固
有
種
植
栽
等
）を
行
な
う
村
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日 

時
】
７
月
８
日
（土
） 

 

【
場 

所
】
母
島 

桑
ノ
木
山 

 

【
募
集
人
数
】
30
人 

 

【
申
込
先
】
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
10
日
（
月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

島
ね
こ
懇
談
会
の
開
催 

  

昨
年
度
、
野
生
化
し
た
ネ
コ
が
母
島
南
崎
の
カ
ツ

オ
ド
リ
な
ど
海
鳥
に
被
害
を
与
え
た
り
、
ま
た
父
島

の
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
周
辺

に
出
現
し
た
り
し
た
た
め
、
ネ
コ
の
緊
急
捕
獲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
捕
獲
さ
れ
た
ネ
コ
は
東
京
都
獣
医
師

会
の
協
力
で
内
地
に
引
き
取
ら
れ
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
東
京
都
獣
医
師
会
と
、
ま
た
沖
縄
や
対

馬
な
ど
で
島
ネ
コ
と
野
生
動
物
保
護
の
共
生
に
関
わ

っ
て
い
る
獣
医
師
が
多
数
来
島
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
動

物
、
野
生
動
物
に
つ
い
て
経
験
深
い
お
医
者
さ
ん
達

で
す
。
小
笠
原
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
他
地

域
の
紹
介
も
行
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
島
で
の
ネ

コ
と
人
間
、
ネ
コ
と
野
生
生
物
と
の
つ
き
あ
い
方
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
父
島
で
の
そ

の
１
と
そ
の
２
は
内
容
を
変
え
ま
す
。
両
方
出
て
い

た
だ
い
て
も
片
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。） 

 

◎
島
ね
こ
懇
談
会
（
そ
の
１
） 

 

小
笠
原
ネ
コ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
自

然
豊
か
な
地
域
で
の
人
と
ネ
コ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。（
飼
い
主
、
一
般
向
き
。） 

【
日
時
】
７
月
15
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

◎
島
ね
こ
懇
談
会
（
そ
の
２
） 

 

他
地
域
の
事
例
を
中
心
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、

小
笠
原
で
の
今
後
を
考
え
ま
す
。
一
般
の
方
で
も
是

非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

◎
島
ね
こ
懇
談
会
（
そ
の
３
） 

 

【
日
時
】
７
月
16
日
（
日
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

詳
細
に
つ
い
て
は
ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
２ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

小
笠
原
村
役
場
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会      

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所    

２
―
３
７
７
９ 

 

海
の
安
全
運
動 

 

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
、
次
の
テ
ー

マ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
海
の
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。 

○
見
張
り
の
励
行 

○
気
象
・
海
象
の
早
期
把
握 

○
事
故
救
命
策
の
確
保
の
徹
底 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
船
を
運
航
す
る
際
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

①
自
船
の
周
囲
を
航
行
中
の
船
舶
や
、
浅
瀬
、
海
岸

な
ど
の
状
況
を
確
認
し
、「
見
張
り
」
を
励
行
す
る

と
と
も
に
、
危
険
な
状
況
を
確
認
し
た
際
は
、
早

め
に
海
上
保
安
庁
へ
の
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。 

②
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
海
難
の
原
因
の
多
く
は
、
気

象
・
海
象
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。 

気
象
・
海
象
を
早
期
に
把
握
し
て
安
全
運
航
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

③
12
歳
未
満
の
お
子
様
や
一
人
乗
り
の
小
型
漁
船

で
操
業
さ
れ
る
方
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
方

は
救
命
胴
衣
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す 

④
磯
釣
り
や
ボ
ー
ト
等
で
沖
に
出
る
際
は
、
携
帯
電

話
な
ど
の
通
信
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
運
動
は
、
海
難
、
海
浜
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
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余
裕
を
も
っ
て
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。 

 

海
の
緊
急
電
話
は
１
１
８
番
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 

火
薬
類
に
関
す
る 

 
 
 
 
 

知
事
試
験
実
施 

 

【
試
験
日
】
８
月
27
日
（
日
） 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
受
付
期
間
】 

 
 

６
月
27
日
（
火
）
〜
７
月
６
日
（
木
） 

 
 

※
当
日
消
印
有
効 

【
願
書
配
布
場
所
】 

 

○
小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 

○
（社
）東
京
都
火
薬
類
保
安
協
会 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
２
７
９
―
２
５
２
９ 

【
申
込
先
】 

受
験
願
書
配
布
・
願
書
受
付 

（社
）東
京
都
火
薬
類
保
安
協
会 

※
小
笠
原
支
庁
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

東
京
都
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

 
 
 
 
 
 
 

結
果
説
明
会
開
催 

  

東
京
都
と
小
笠
原
村
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
東
京

都
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
南
島
及
び
母
島
石
門
一
帯

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
林
野
庁
と
東
京
都
が
行
っ
て
き
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

◎
母
島
石
門
一
帯
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
説
明
会 

 

【
日
時
】
７
月
２
日
（
日
）
午
後
７
時
〜 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 
 ◎

南
島
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
説
明
会 

 

【
第
１
回
】 

 

 

《
日
時
》
７
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
説
明
者
》
朱
宮
丈
晴
（日
本
自
然
保
護
協
会
） 

【
第
２
回
】 

《
日
時
》
７
月
６
日
（
木
）
午
後
７
時
〜 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
説
明
者
》
東
京
都
職
員 

※
１
回
目
と
２
回
目
の
内
容
は
同
じ
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
実
施 

  

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と 

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
〜
10
月
下
旬 

 
 
 
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
夜
間
６
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】
平
成
19
年
４
月
１
日
時
点
で
、
小
笠
原

村
に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

  

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
21
日
（
金
） 

 
 

午
後
６
時
〜
７
時
30
分
（
開
場
５
時
30
分
） 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
体
育
館 

※
椅
子
な
ど
の
設
置
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
基
地
分
遣
隊 

２
―
２
０
２
７ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 
 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

第
11
回
く
ら
し
の
総
合
相
談 

 

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
小
笠
原
サ
ポ
ー 

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、「
第
11
回
く
ら
し 

の
総
合
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
総
合
相
談(

法
律
・
税
務
等
）、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
務
相
談
、
遺
言
の
相
談
に 

無
料
で
応
じ
ま
す
。公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る 

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 

７
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

【
場
所
】
父
島 

村
役
場
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
で
あ

れ
ば
、「
問
合
せ
先
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室
「
会
社
の
し
く
み
が
こ
う
変

わ
っ
た
！
〜
新
会
社
法
と
改
正
税
法
（
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
）」 

 

是
非
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

【
場
所
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
５
０
―
５
５
２
０
―
３
７
３
８ 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
７
月
28
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
７
月
３
日
（月
）
〜
26
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 
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８
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 
「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

８
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
６
９
０
円
（
＋
１
１
３
０
円
） 

小
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

小
人 

２
１
８
０
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）》 

大
人 

５
６
６
０
円
（
＋
７
４
０
円
） 

小
人 

２
８
３
０
円
（
＋
３
７
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
９
０
円
（
＋
７
２
６
円
） 

《
２
等
品
》
８
２
４
０
円
（
＋
６
８
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
９
１
円
（
＋
６
３
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（
１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
８
１
円
（
＋
73
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
６
４
円
（
＋
55
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

  

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
「
大
花
火
大
会
」
が

今
年
は
８
月
13
日
（日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

協
賛
広
告
料
（一
口
１
万
円
）と
村
か
ら
の
補
助
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
、
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火

打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送

に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
な
ど
に
も
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

【
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
日
程
】 

 

《
シ
マ
ア
ジ
放
流
》
８
月
２
日
（水
） 

《
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
》
８
月
５
日
（土
）、 

23
日
（水
）、
30
日
（水
） 

《
星
空
観
望
会
》
８
月
15
日
（火
） 

 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
５
日
（土
） 

《
盆
踊
り
大
会
》
８
月
12
日
（土
）、 

13
日
（日
）、
14
日
（月
） 

《
南
洋
踊
り
＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
》 

８
月
17
日
（木
）、
23
日
（水
） 

《
フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
》
８
月
26
日
（土
） 

《
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
》
８
月
27
日
（日
） 

《
野
外
映
画
会
》
８
月
29
日
（火
） 

 

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
の
各
イ
ベ
ン
ト

に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
受
付
期
間
】 

 
 

７
月
25
日
（
火
）
〜
８
月
５
日
（
土
） 

《
申
込
先
》
福
本
信
孝 

２
―
３
４
１
０
ま
た
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
５
３ 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店
の

内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
は
保
健
所
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

 

日
時
は
８
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》 

《
盆
踊
り
大
会
》 

《
フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
》 

《
野
外
映
画
会
》 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

 

島
で 

あ
そ
び
隊
！ 

  

【
手
作
り
楽
器
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

流
木
や
木
の
実
、
自
然
な
素
材
で
楽
器
を
作
っ

て
！
演
奏
し
て
み
よ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
９
日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
玄
関
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
飲
物
、
帽
子 

    
 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

パ
パ
イ
ン
酵
素
っ
て
何
？
パ
パ
イ
ヤ
博
士
に

な
ろ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
19
日
（
水
） 

午
後
１
時
40
分
〜
４
時 

《
場
所
》
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

《
募
集
人
数
》
30
名
（
小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子 

【
予
約
方
法
】 

予
約
は
、
用
紙
で
の
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を
置
き

ま
す
。
昨
年
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て

は
、
初
め
て
の
参
加
者
を
優
先
と
し
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

【
申
込
期
限
】
７
月
３
日
（
月
） 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
は
可
能
で
す
。） 

○
バ
ス
代
は
参
加
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

○
屋
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

第
１
２
７
回
創
造
性
教
室
参
加
者
募
集 

  

今
年
の
坂
部
創
造
性
教
室
（
本
部
・
愛
知
県
犬
山

市
）
の
「
小
笠
原
（
19
）
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
夏
休
み

に
開
校
し
ま
す
。 

内
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の
「
友
情
の
ふ
れ
合
い
」

を
願
う
「
小
笠
原
っ
子
」
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
参
加
経
験
の
あ
る
子
も
、
初
め
て
の
子
も
大
歓

迎
し
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
に
参
加
経
験
の
あ
る
高

校
生
の
ス
タ
ッ
フ
参
加
も
募
集
し
ま
す
。 

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
開
校
目
的
】 

 

「
歩
行
ラ
リ
ー
」
と
「
素
も
ぐ
り
」
を
通
じ
て
、 

事
実
か
ら
学
ぶ
目
を
養
い
な
が
ら
、
心
の
通
い
合 

う
友
情
を
育
て
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
４
日
（金
）〜
７
日
（月
）「
３
泊
４
日
」 

【
場
所
】
合
宿
場
所
「
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館
」 

【
募
集
人
数
】
約
20
名
（
先
着
順
で
す
。
お
早
め
に
） 

 
 

内
地
か
ら
参
加
す
る
子
ど
も
も
約
20
名
で
す
。 

【
対
象
】
小
学
校
３
年
生
以
上
〜
中
学
生
〜
高
校
生 

【
参
加
費
】
１
万
円 

 
 

申
込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

相
原 

 
 
 

２
―
２
７
０
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木 

 
 

２
―
２
７
４
８ 

た
い 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７７ 号 ― 

 

 気持ちのよい睡眠をとろう！ 
 睡眠は、２つのしくみで調整されています。一つは長く起きていたり、睡眠不足だったりすると眠くなるという生理作

用のしくみ、もう一つはその日の疲れに関係なく、ほぼ一定の時刻になると眠くなる体内時計があり、一日働いた脳や神

経を休ませる大切な役割があります。睡眠がうまくとれず不足すると、脳の情報を処理する能力が悪くなり、記憶力や判

断力を鈍らせ、いらいらや元気がなくなるなど体に様々な影響を与えます。睡眠をさまたげる原因をさぐり、自分なりの

快眠方法をとって毎日脳も体もすっきりさせましょう。 

 

快適な睡眠のための指針 
 

 

①眠たくなってから床につき、寝つきが悪い時は床を離れる。 

 毎朝太陽の光を浴びると、今が朝と体内時計に時刻合わせが行われ、およそ15～16 

時間後に自然な眠気が出現します。寝つきが悪い一因には、心配事や悩みなどがあります。 

不眠を恐れるあまり、長時間床に入っているとさらに眠れなくなり、睡眠の質が悪くなります。 

寝つけないときは、一度床を離れ、自分なりのリラックス法を行い、眠気を感じたら再び床に 

入ります。 
 

②起床時刻を一定にする。 

 休日朝遅くまで寝ていると体内時計が遅くなり、その晩は寝つきが悪く、翌日目覚める 

時刻が遅くなります。平日の睡眠不足があるときは、一度朝の光を浴び２度寝をすると良い 

です。 
 

 

③自分にあった睡眠時間をとる。 

 必要な睡眠時間は個人によって異なり、年齢を重ねると睡眠時間は短くなるのが普通です。日中起きている時間と 

起床時刻を一定にし、実際眠れる時間（体が必要とする時間）だけ床に入ると熟睡感が得られます。８時間睡眠に 

こだわる必要はありません。 
 

④寝酒や夕食後のタバコ、カフェインは控える。 

 お酒は寝つきをよくしますが、睡眠が浅くなります。お酒を連用すると慣れが生じ、同じ量では寝つけなくなり、 

飲み始めた頃と同じように寝つこうとすると次第に量が増えます。また、コーヒー、紅茶、緑茶、コーラ、健康ドリ 

ンク、チョコレートなどのカフェイン物質やタバコは覚醒作用があるため、夜間の摂取は不眠の原因になります。 
 

⑤昼寝は午後３時前の２０～３０分程度にする。 

 昼寝は日中の眠気を解消できますが、30分以上の昼寝は寝つきを悪くします。 
 

 

⑥熟睡感がなく、日中の眠気が強いときは、医師や保健師に相談をする。 

 睡眠時無呼吸症候群は、睡眠中に気道が閉じて呼吸が停止し、脳に酸素が送られないために睡眠の質が悪くなり、 

その結果、昼間に眠気が起こる病気です。睡眠時無呼吸症候群の一因には肥満があり、持続的な低酸素血症は、心臓 

や脳の障害を起こす可能性があります。その他、疲れがとれない、夜間目が覚めるなど睡眠に関する悩みを医師や 

保健師に気軽に相談をしてください。 

 

 

 

                                          イルカの伝言板               

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係２－3939 

イルカ：今週のゲストは父島在住の辻さんです。辻さんの健康法を教えてください。 

辻さん：私の健康法は、家に閉じこもることが嫌いな性分で年中何かしていること

が多く、畑仕事、運動、ボランティアなどに参加するよう努力しています。おか

げさまで病気もせず、睡眠も良くとれています。 

  私はからだ全体を動かすことを目標にしています。チャレンジ精神を持続する

ことは年齢には関係ありません。脳やからだ全体をつかう事全てが良い睡眠につ

ながるのだと思います。以上 

イルカ：いきいきとした力強い生き方を感じます。ありがとうございました。 

 

 

ぐっすり眠れる

なあ～ 
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男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 

◎
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
教
室
と 

調
理
師
に
よ
る
実
習
（
全
６
回
） 

 

健
康
維
持
増
進
の
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
が
大
切
で
す
。 

 

男
性
自
ら
が
、
食
物
と
栄
養
の
知
識
を
持
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

正
し
い
知
識
と
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
期
間
】
７
月
〜
12
月
の
６
か
月
間 

 
 
 
 

毎
月
１
回 

第
３
日
曜
日 

３
時
〜 

（
第
１
回
予
定 

７
月
16
日 

鯵
を
料
理
） 

（
第
２
回
以
降 

小
笠
原
産
旬
の
材
料
を
使
用
） 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

 

【
募
集
人
数
】
15
名
（
男
性
50
歳
以
上
） 

 

【
参
加
費
】
１
回
５
０
０
円
〜 

６
０
０
円
程
度（
食
材
費
） 

 

【
持
ち
物
】
包
丁
（
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
）、 

エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け 

 

【
申
込
期
限
】
７
月
10
日
（
月
）（
先
着
順
） 

 

◎
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
募
集
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
４
８
６ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10

か
月
、
１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯

科
健
診
の
み
）
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

※
今
月
よ
り
、
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
を
実
施
す 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
（歯
科
）
in
や
し
っ
こ 

  

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
医
師
に
よ
る
乳
幼
児
の
歯
み

が
き
指
導
や
虫
歯
予
防
の
お
話
と
相
談
を
行
い
ま
す
。 

【
対
象
】
乳
幼
児
と
保
護
者 

【
日
時
】
７
月
12
日
（
水
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

       

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て
② 

 

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
６
月
９
日
に
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
委
員
会
お
よ
び
住
民
説

明
会
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

設
定
委
員
会
の
席
で
は
、
小
笠
原
村
の
将
来
的
な

姿
を
前
提
と
し
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

村
で
は
村
政
確
立
以
来
の
基
本
方
針
と
し
て
、

「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

お
り
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
し
て
小
笠
原
の
自
然

が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
る
が
、

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
村
民
の
生
活
に
支
障
を
来

た
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
委
員
で
あ
る
村
長
か
ら
村
と
し
て
の
考
え
方
を

発
言
し
ま
し
た
。 

 

現
段
階
で
の
委
員
会
案
で
は
父
島
の
面
積
の

61
％
、
母
島
で
は
59
％
が
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ

る
予
定
で
島
民
お
よ
び
観
光
客
を
含
め
利
用
が
か
な

り
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 
 

こ
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
住

民
説
明
会
で
も
質
問
が
あ
り
主
催
者
側
の
林
野
庁
か

ら
の
答
弁
で
は
、
島
民
は
一
定
の
見
識
を
備
え
た
者

と
い
う
こ
と
で
、
従
来
の
利
用
の
形
態
は
今
ま
で
と

変
わ
ら
な
く
行
動
で
き
、
個
々
の
具
体
的
な
利
用
に

つ
い
て
は
、
指
定
後
に
設
置
さ
れ
る
保
全
管
理
委
員

会
で
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
な
ぜ
今
指
定
す
る
の
？
】 

  

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
基
本
的
考
え
方
は
、
保

護
地
域
内
は
原
生
的
な
天
然
林
を
保
存
す
る
た
め
に
、

原
則
と
し
て
人
手
を
加
え
ず
、
自
然
の
推
移
に
委
ね

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
小
笠
原
の
植
生
は
現
在
ア

カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
に
代
表
さ
れ
る
本
来
小
笠
原
に

自
生
し
て
い
な
か
っ
た
移
入
種
の
植
物
が
、
小
笠
原

の
原
生
的
な
植
物
体
系
を
破
壊
し
て
い
る
状
況
で
、

早
急
に
こ
れ
ら
の
移
入
種
対
策
を
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
小
笠
原
の
自
然
が
失
わ
れ
て
い
く
た
め
指
定

す
る
も
の
で
、
今
ま
で
の
国
内
27
か
所
の
指
定
地
域

と
は
考
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。 

 

今
回
森
林
生
態
系
保
護
地
域
が
指
定
さ
れ
た
場
合
、

今
ま
で
国
有
林
内
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
手
の
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
、
ア
カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
の
抜
本

的
対
策
が
具
体
的
に
実
行
さ
れ
小
笠
原
の
自
然
が
回

復
す
る
こ
と
と
な
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
24 

「
ザ
ッ
ク
の
出
産
」 

 
                      

６
月
15
日
、
メ
ス
イ
ル
カ
の
ザ
ッ
ク
（
個
体
識
別

番
号
＃
９
）
が
小
さ
な
子
供
を
連
れ
て
い
る
と
い
う

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
５
月
29
日
の
調
査
で
ザ
ッ
ク

を
発
見
し
、
お
腹
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を
イ
ル

カ
調
査
隊
員
が
確
認
し
て
い
ま
す
。「
そ
ろ
そ
ろ
出

産
か
？
」
と
予
想
し
て
い
た
矢
先
の
報
告
で
し
た
。 

 

ザ
ッ
ク
は
昨
年
の
４
月
に
自
分
の
子
供
（
当
時
１

才
）
が
や
せ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
子

供
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
１
年
２
か
月
後
、
子
供
を
出
産
し
た
よ
う
で
す
。 

 

ザ
ッ
ク
（
固
体
識
別
番
号
＃
９
） 
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◎
第
45
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
イ
ル
カ
展
の
見
学
会
」 

 

７
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
小
笠
原
ビ
ジ 

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
イ
ル
カ
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
主
催 

東
京
都
小
笠
原
支
庁
）。 

こ
の
企
画
展
を
当
協
会
の
主
任
研
究
員
や
イ
ル
カ

調
査
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
見
学
し
て
、
小
笠
原

の
イ
ル
カ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

【
日
時
】
７
月
24
日
（
月
） 

 

《
昼
の
部
》
午
後
３
時
〜 

 

《
夜
の
部
》
午
後
７
時
〜 

各
１
時
間 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

                       

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
61 

 

―
大
村
海
岸
ウ
ミ
ガ
メ
パ
ト
ロ
ー
ル
― 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
は
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

が
全
体
的
に
少
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
村
海
岸
で
は
少
な
い
な
が
ら
も
順
調
に
産
卵
が
続

い
て
い
ま
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
年
カ
メ
の
産
卵
期
間
中
、

少
し
で
も
多
く
の
母
ガ
メ
が
無
事
産
卵
し
、
そ
の
様

子
を
皆
さ
ま
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
村

海
岸
で
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
（
午

後
８
時
〜
午
前
０
時
ご
ろ
）。 

パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
は
も
う
２
つ
あ
り
、
そ
の
１

つ
は
カ
メ
に
標
識
を
装
着
す
る
こ
と
、
そ
し
て
も
う

１
つ
は
、
産
み
落
と
さ
れ
た
卵
を
採
集
す
る
こ
と
で

す
。
大
村
海
岸
に
産
み
落
と
さ
れ
た
卵
は
、
無
事
に

ふ
化
し
て
砂
か
ら
這
い
出
し
た
と
し
て
も
外
灯
に
誘

引
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
海
に
た
ど
り
着
け
な
い
可

能
性
が
大
変
高
い
の
で
す
。
卵
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
ふ
化
場
に
移
し
、
人
工
ふ
化
後
、
外
洋
に
面
し
た

人
工
光
の
な
い
浜
か
ら
放
流
し
て
い
ま
す
。
卵
は
産

み
落
と
さ
れ
て
数
時
間
後
に
胚
が
発
生
し
、
転
卵
す

る
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
採
卵
は
産

卵
中
に
行
い
、
早
急
に
ふ
化
場
に
移
動
す
る
の
が
最

善
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
期
間
は
、
産
卵
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と

を
考
え
、
大
村
海
岸
の
外
灯
を
一
部
消
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
行
政
お
よ
び
関
連
機
関
、
そ
し
て
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
大
村
海
岸
に
お
け
る

カ
メ
の
産
卵
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
夏
も
、

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

※
も
し
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
に
遭
遇
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
そ
の
場
で
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
に
入
ら

な
い
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
移
動
後
、
係
員
も
し
く
は

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
係

員
は
、
胸
に
カ
メ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
T
シ
ャ
ツ
を

着
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
１
ｍ
25

cm
の
ノ
ギ
ス

（
甲
長
を
測
る
も
の
さ
し
）
と
採
卵
用
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ご
質
問
等
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
も
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
皆
さ
ま
に
よ

り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
ま
だ
産
卵
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
付
け
加
え
、
稚
ガ
メ
の
ふ
化
期
に
も
入
っ
て

い
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
内
で
、
産
卵
や
ふ
化

稚
ガ
メ
観
察
の
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

《
７
月
の
開
催
日
》 

２
日
、
７
日
、
９
日
、
14
日
、
16
日
、
20
日
、 

26
日
、
28
日 

《
時
間
》
午
後
８
時
〜 

１
時
間
程
度 

《
場
所
》
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

《
費
用
》
村
民
無
料 

《
定
員
》
１
回
15
名 

           

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

                                      

 



高校図書館開放

出港日

小笠原中学校終業式

出港日

南島外来種除去作業 入港日

小笠原小学校終業式

母島小中学校終業式

定期予防接種 母島保育園年長児 小笠原高校終業式

（麻しん風しん混合）

小笠原ふれあいコンサート

入港日

高校図書館開放

小笠原小・中学校遠泳大会

高校図書館開放

アカギ駆除ボランティア（母島） 出港日

出港日

母島巡回労働相談

父島保育園年長児（麻しん風しん混合）

入港日

第二東京弁護士会電話無料法律相談申込締切

村民意見・提案・相談受付窓口

育児学級（歯科）（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

入港日

村営住宅入居者募集締切 出港日

東京三弁護士会法律相談（母島） 高校図書館開放

くらしの総合相談（～１５）

東京三弁護士会法律相談（父島）

高校図書館開放 固定資産税第２期納期限

くらしの法律教室

火

9 日

5 水
木

金

19 水

18

2 日

4 火

14 金

13 木

15 土

水

20

21

28

12

8

11

27

10

6 木

7 金

行　事　予　定日付 曜日

火

24

16 日

17 月

22

行　事　予　定

25

3 月

日付 曜日

1 土

月

土

火

金

木

月

26

土

31 月

29 土

30 日

23 日

水

海の日


